
脇山支線（椎原系統）運行に関する覚書（案） 
 
 福岡市（以下「甲」という。）と○○○○（以下「乙」という。）は、早良区の椎原と東入部を

結ぶ脇山支線（椎原系統）の運行について、次のとおり覚書を締結する。 
 
（目的） 
第１条 本覚書は、乙が行う脇山支線（椎原系統）の運行に対し、甲が支援することにより路線

の維持を図り、沿線住民の生活交通手段を確保することを目的とする。 
 
（使用車両） 
第２条 運行に使用する車両は、乙が保有する車両を使用することとし、運行に伴う車両の諸経

費については乙の負担とする。 
 
（運行に関する設備） 
第３条 停留所等の運行に関する設備は、乙が保有するものを使用し、乙がその維持管理を行う

ものとする。 
 
（運行計画等） 
第４条  乙は、本運行の運行計画を決定及び変更する際には、「早良区南部地域バス連絡協議会」

にて協議を行うものとする。 
２ 乙は、すべての曜日において運行を行うものとする。 
 
（沿線住民への配慮） 
第５条 乙は、運行に際し、児童や障がい者の運賃について配慮を行うものとする。 
 
（運行補助） 
第６条 甲は、乙が運行する脇山支線（椎原系統）に対し、「福岡市バス路線休廃止対策補助金交

付要綱」に基づき補助を行うものとする。 
 
（第三者に及ぼした損害） 
第７条 乙は、運行に伴い第三者に損害を及ぼしたときは、乙の負担においてその賠償を行うも

のとする。 
 
（遵守事項） 
第８条 乙が行う運行は、道路運送法および関係法令によるものとする。 
 
（有効期間） 
第９条 本覚書の有効期間は、覚書締結日から令和 10 年３月３１日までとする。ただし、有効期

間が終了する日の６ヶ月前までに協議を行い、甲、乙から異議の申し立てがなければ、引き続

き本覚書は自動的に１年間更新するものとする。 
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（その他） 
第 10 条 本覚書に定めのない事項又は覚書の各条項の解釈に疑義が生じたときは、甲、乙が協議

して定めるものとする。 
 
 
 この覚書の成立の証として、本書２通を作成し、甲乙押印の上、各自その１通を保有する。 
 
 
 

               令和  年  月  日 
 
 

甲 福岡市中央区天神１丁目８番１号        
福岡市                    
福岡市長                   

 
 

乙 福岡市○○○○○○○○○○○○○○○     
○○○○○○○                
代表取締役  ○○○○            

 
 
 
 


